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The Easter Story – as told by Karen Wright 
March 22, 2024 

 

イースターストーリー2024 
 

カレン ライト 

 

またこうして皆さんに分かち合えることを嬉しく思い

ます。クリスマスメッセージからもう 3か月経ったこ

とが信じられません。 

クリスマスで、イエスの誕生について話した時、「平

和」という言葉に焦点を当てました。違う国の言葉で

平和を発音したことを覚えていますか？ 
 

今日は同じことはしませんが、あなたの母国語でその

言葉を考えてみましょう。 

 

このメッセージの準備をしている中で、今とても苦し

い中にいる数人の友人たちのことを思いました。 

自分の成人した子供を失った二人の友人。私の長年の

友人はつい最近、癌でなくなりました。チリにいる親

しい友人は火災で家を失いました。こんな状況にいる

友人達はどうして平和を体験できるでしょう？この世

で起きている様々な出来事を見れば、私達は平和以外

のことを考えてしまいます。 

 

平和だとは呼べないような状況にいる人も家族の中に

おられるかもしれません。でも今朝、私達は神が与え

る平和は可能であると信じて、平和というテーマを引

き続き見ていきたいと思います。 
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今朝、私がお分かちすることはすべて、聖書の教えに

基づいています。クリスマスの時と同じように皆さん

の母国語で是非聖書を読んでみてください。テーブル

の上には、携帯電話用の聖書のアプリの情報や、イー

スターストーリーのための主な参考資料が書かれてい

る紙が置いてあります。 
 

テーブルホステスが聖書を持っているので、お見せし

ます。イースターストーリーは聖書のマタイ、マル

コ、ルカ、ヨハネの 4つの福音書に書いてあります。 

 

イースターストーリーを語るために、私達はクリスマ

スストーリーよりずっと昔の話―世界が創造された昔

にまで戻らなければいけません。神がこの世を作られ

たとき、神様の計画では人と神は平和と調和の中に住

むことでした。神は私達が幸せになるために必要なも

の全て備えた美しい世界を創造しました。 

 

神は人間を自由意志を持った存在、それは神と神の完

璧な計画に従うか、或いは、自分の道を進むかを選択

する能力をも与え、創造されました。人々は自分の計

画に従うことを選び、神が人間に与えられたものに反

抗することを選びました。この自分のやり方に従う決

断こそが罪と呼ばれるもので、それをすべての人間が

その人生の中に持つようになってしまいました。 

 

聖書の一番最初、創世記に登場するアダムとイブの話

を覚えておられるでしょう？ 
 

創世記 3章 

 

この罪によって、私達は神から引き離されたものとな

りました。この罪は、歴史を通して世界が経験したす

べての痛み、苦しみ、戦争の原因にもなっています。 
 

何故なら神は聖なる方であり、神は罪を容認すること

は出来ません。けれど、私達を愛するが故に、神は最

初から私達を神との関係を戻す計画を立てておられま

した。これによって、私達の平和を取り戻そうとされ

たのです。 



3 
 

 

それこそがクリスマスストーリーの始まりで、預言者

たちが何年にもわたって神の御計画語り、神は一人子

イエス、神ご自身が赤ちゃんとしてこの世に来て下さ

ったのです。 

 

マリアとヨセフの話を覚えていますか？羊飼い達に神

の御子の誕生を告げ知らせた天使たちの話を覚えてい

ますか？天使らは、イエスが世界の救い主だと告げ知

らせました。それはつまり、イエスは人の罪が許され

るための道を用意したということです 

 

話を続ける前に、預言者が来たるべき救い主について

語ったことを紹介しましょう。これらの預言者達はイ

エスが生まれる何千年も前の預言者達です。 
 

イザヤはこう言っています。「悪しき者（罪人）には

平安がない」「義が平和を作りだし、義がとこしえの

平穏と安心をもたらす」 

イザヤ 57：21、イザヤ 32：17 

 

ザカリヤの預言は「彼は諸国の民に平安を告げ」（ザ

カリヤ 9：10） 
 

天使が地上のすべての民のために救い主が生まれたこ

とをどのように伝えたか、そして東方からはるばる来

た博士達がその知らせをどのように見分けたかを覚え

ていますか？ 
 

 

赤ん坊は成長し、大人になりましたが、この 30年ほど

の情報は彼が大工になったことを除いてはありませ

ん。30歳になった時、イエスは中東を舞台にして神に

ついて語るために旅を始め、イエスを信じる人へのメ

ッセージは平和のメッセージでした。 
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ある時、イエスは山上の説教と呼ばれる説教をし、そ

の中で他者と平和に生きる方法を教えました。 

イエスの知恵ある言葉と神についての教えは、人々を

驚かせました。 
 

マタイ 5－7章 

 

ある時、イエスはガリラヤ湖で嵐に「静まれ！黙

れ！」と言葉によって𠮟りつけ、湖は凪になりまし

た。 
 

マタイ 8章 23－27節 

 

12年も長血を患った女を癒された後、イエスは癒され

た女に向かって「安心して行きなさい。あなたの病は

いやされた」と言われました。 
 

イエスの嵐さえ静める力と癒しの業は、イエスが完全

に神であり、また完全に人間であることの証拠なので

す。 
 

ルカ 8章 43－38節 

 

イエスは自分の死が近いことを知った時でさえ、弟子

達に「私はあなたがたに平安を残します。私の平安を

与えます」と言われました。 
 

ヨハネ 14章 27節 

 

イエスが来られた世界は決して平和な世の中ではあり

ませんでした。ローマ帝国が世界の大半を征服し、イ

エスの住んでいた地もまたその支配にあったからで

す。 
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宗教指導者たちはイエスが預言者によって約束された

救い主、或いはメサイヤであることを信じませんでし

た。彼らはイエスが民衆に人気があることに嫉妬し、

ローマ人と問題を起こすことを恐れました。イエスの

弟子の一人がイエスを裏切り、また他の一人はイエス

を公の場で知らないと言いました。その結果、イエス

はわずか 33歳で裁判にかけられることになったので

す。 
 
 

 

イエスは宗教指導者の前で、そしてローマ人達の前で

も裁かれました。どの裁判においても彼に罪は見いだ

せず、けれど、彼は死刑を言い渡されました。 

 

ローマ人は犯罪者を処刑する時に、はりつけ刑という

非常に残酷で苦しい方法を取っていました。それは雨

風にさらされた中で、十字架に人を張り付け、吊るす

というものでした。イエスは最初にムチ打たれ、いば

らのトゲが刺さる冠を被せられ、十字架にクギ打た

れ、同じく刑を受ける二人の強盗がイエスの両脇に立

てられました。そのうちの一人はイエスには罪がない

ことに気付き、十字架上でイエスを救い主だと信じま

した。 

 

 

 

これらすべてが起こった恐ろしい日はグッドフライデ

ーと呼ばれ、今年は来週にあたります。 
 

そんな日がどうして良い日と呼ばれるのでしょうか？

それはイエスが彼の死によって、この世のすべての

罪、私の罪、あなたの罪、そしてこれまで生きてきた

すべての人の罪の罰やその代価を支払ってくださった

日だからです。 
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聖書には十字架上のイエスの言葉が幾つか記録されて

います。手のひらにくぎを打たれた十字架の上で、イ

エスは「父よ、彼らをお許しください。彼らは何をし

ているのかわからずにいるのです。」と言われまし

た。 

 

一人子イエスが十字架につくことを許すほどに、神が

私達を愛しておられることを理解することはできませ

ん。 

イエスは神であると同時に人であり、罪を犯したこと

がありませんでした。ですから、イエスは罪の代価を

払う必要はありませんでした。 

彼は私達の身代わりとして私達の罪をあがなってくだ

さったのです。 

 

イエスの死後、彼の身体は十字架から墓へ移されまし

た。その墓は小さな洞窟で墓の前には岩が転がされて

ありました。 
 

確かに、もし物語がそこで終わっていたら、グッドフ

ライデーは”ひどい、恐ろしい金曜日“と呼ばれるこ

とになったでしょう。でもそうはなりませんでした。 

 

日曜日の朝、イエスの弟子の女性達が、彼らの習慣と

して、死体に香油を塗るためにイエスの墓へと向かい

ました。墓へ向かいながら、女性達は誰が墓の大きな

岩を取り除いてくれるだろうかと話し合っていまし

た。女性達は明け方に到着しましたが、岩はすでに転

がされていました。 

 

天使は女性達にイエスはすでによみがえられ、すぐに

イエスが彼らに現れると告げました。女性達は他のイ

エスの弟子たちに驚くべき知らせを伝えるために急ぎ

帰りました。 
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イエスが弟子たちに何度も現れ、そして 40日この地上

にとどまられた後、天にかえったと聖書は語っていま

す。 

 

イエスは彼の弟子達を彼らだけにしませんでした。弟

子達に聖霊と呼ばれるその霊が、彼らと共にいて、教

え、導き、彼らを慰めると約束されました。それが、

私達が毎日の生活の中で経験する神の臨在です。 

 

では、今日、誰がこの平和を体験しているのでしょ

う？誰の罪が許されたのでしょうか？ 
 

国家間の平和や戦争がないことだけを言っているので

はないことは、もう明らかですね。私達を取り巻く状

況が恐ろしいものであっても、私達の心を落ち着か

せ、穏やかにする平和について話しています。 

 

それは愛する人が亡くなった時、天国で神と愛する人

達と共に、永遠の命を生きる希望を私達に保証してく

れるような平安です。それは私達が悪いことをしたと

分かっていても、私達の思いや心から罪悪感を取り除

いてくれるような平和です。 

イエスが死なれ、よみがえった時、イエスはただ機械

的にすべての人の罪を許されたりはしませんでした。 

 

神は私達を自由意志を持ち、選ぶ能力をもった存在と

して創造されたことを思い出して下さい。それはイエ

スが私達にして下さったことを受け入れるかどうか、

イエスの許しをうけいれるかどうかを私達は選ばなけ

ればなりません。 
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この許しを得るために、私達に出来ることはありませ

ん。何もすることはないんです。 

私達に出来ることは、神が私達の罪を許して下さった

ことに気が付き、それを受け入れることだけなので

す。 

私達はイエスに従い、イエスが私達に下さった命の道

を選び取ることだけなのです。 

 

これが世界中のクリスチャンがイースターをお祝いす

る理由です。イエスが日曜の朝、墓からよみがえられ

て以来、私達はイースターを年一回お祝いし、毎週日

曜日に集まって礼拝を捧げているのです。 

 

北半球に住む私達は、春にイースターをお祝いしま

す。花やウサギ、春らしく可愛い洋服はイエスが私達

に下さる命を思い起こさせます。 

しかし、もっとも重要なことは、イエスが私達の内面

に働きかけて下さることです。 

 

クリスチャンは十字架を彼らの信仰のシンボルとして

使います。それは私達の罪が許されるために、イエス

があの残酷な日に、ご自分の命を犠牲にして下さった

ことを思い起させます。しかし、最も重要なのはーイ

エスが私達に永遠の命を下さるためによみがえられた

ことなのです。 

 

イエスが十字架上にいる像などをご覧になったことが

あると思います。 
 

しかしイエスのいない十字架は、すでにイエスがよみ

がえられ、今も生きておられることを思い出させるも

のなのです。 
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もしあなたのお子さん達がキャンディの入ったプラス

チックのイースターエッグを受け取られたら、キャン

ディを取り除いた空っぽのエッグを見て、歴史上最も

重要な出来事を思い出してください。イースターの

朝、墓は空になったことを。イエスは死んだままでは

ありません。イエスは蘇り今も生きているのです。 

 

私達がまだ罪人であった時、キリストが私達のために

しなれたことによって、神は私達に対するご自分の愛

を明らかにしておられます。敵であった私達がイエス

の死によって神と和解させていただいたのです。（ロ

ーマ人への手紙 5：8，10）） 

また、聖書には「私達の主イエスキリストによって、

神との平和を持っています」（ローマ 5：1）ともあり

ます。 
 

みなさんお一人お一人がこの平和を体験されることを

祈っています。 
 

イースターおめでとう！ 
 

 
 
 


